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En este artículo, se trata del período desde la inmigración de los anglosajones a Texas hasta la 
provocación de la Guerra texana. Muchos anglosajones eran colonos esclavistas que se dedicaban al 
cultivo del algodón y ellos quisieron buscar oportunidades de conseguir y extender las nuevas tierras 
para más cultivo de algodón. Cuando la población anglosajona llegó a triplicar a los mexicanos en 
Texas, le dieron demasiada oportunidad a los norteamericanos en Texas p ara independizarse. 
Durante la primera etapa, los inmigrantes norteamericanos a Texas proclamaron la separación de 
Texas con el Estado de Coahuila, pero un rato después, llegaron a proclamar su independencia desde 
México. Cuando declararon la separación del Estado de Coahuila, los texanos o mexicanos residentes 
en Texas aprobaban y asistían a este movimiento. Pero según los norteamericanos empezaban a apoyar 
la independencia de Texas desde México, salvo unos texanos importantes tales como Lorenzo de 
Zavala, Juan Seguín, Antonio Navarro entre ellos, menos texanos asistieron a este movimiento de 
independencia. En 1835, cuando Santa Anna tomó el mando de gobierno militar y promulgó la 
Constitución centralista que sustituyó a la Constitución federalista (1824 -1835). Los norteamericanos 
en Texas trataron de aprovechar esta oportunidad para independizarse. A través de las derrotas de la 
batalla del Alamo y Goliad, fue vencido en la batalla de San Jacinto el ejército mexicano de Santa 
Anna y él se hizo como prisionero. Santa Anna se vio obligado a firmar la independencia de Texas por 
la fuerza. Este trabajo tiene por objeto revisar las relaciones sobre el Álamo y los filibusteros, y 
también sobre las historias personales de tres héroes caídos en la batalla del Álamo: Jim Bowie, 













避されていた。しかしサンタ・アナ大統領兼軍総司令官(Antonio López de Santa Anna)は遠
征軍を率いて、1836 年 3 月、アラモやゴリアッドでテキサス軍を破った。しかし翌月のサ
ンハシントの戦い（San Jacinto）で逆にメキシコ軍は敗れたのである。  
こうして 1836 年から 1845 年までは、テキサスはいわゆる単一の共和国を成立させた。
しかし 1845 年にテキサスが米国連邦へ加盟し、翌年 3 月、米国テイラー軍（Zachary Taylor）
がヌエセス河からリオグランデまで南下し、ヌエセス河以南の係争地域に突入したことに










































































































F. Austin)がメキシコ領テキサスへの入植を認められる。オースティンの入植団は 300 世帯
ほどであったが１４、その後も大量の入植者が到来し、1823 年に 1200 人だった米国人も、
1835 年には 2 万 5000 人から 3 万人（3000～4000 人の黒人奴隷を含む）に膨大していた。




















国人の脅威を察知し、先に述べた 1829 年にテキサスにおける奴隷制の禁止１９、1830 年に
は米国からの移民受け入れを禁止する法令２０をそれぞれ発布した。しかしながら、その後
も米国人によるテキサスへの不法入国は継続した。また 1830 年の移民法に反対する移民

















年 10 月 2 日、テキサスの独立運動はゴンサレスで開始されたのである。  
翌日、サンタ・アナ大統領は 1824 年憲法の廃止と中央集権制の樹立を発表し、以降、













サバラのほかに、ルイス（Fancisco Ruiz）、ナバロ（Antonio Navarro）、セギン（Juan Seguín）
などがいた。  
さてテキサスの叛乱を鎮圧するため、1835 年 11 月末、サンタ・アナはメキシコ市を出
発し、翌年 2 月には総勢 6000 人の軍隊を率いてテキサス領内に入った２７。すでに 1835
年末、テキサスの叛乱に備えてサンタ・アナはリオグランデ河口のマタモロスにいたコス
将軍（Martín Perfecto de Cos）をテキサスに派遣し、サンアントニオにあったアラモ砦(the 
Alamo)を占拠させた。当該砦はかつてスペイン人聖職者が建設した伝道所であったが、こ




年 2 月 23 日、メキシコ軍がアラモ砦を包囲し無条件降伏を要求した。サンタ・アナは援
軍を待って、13 日間の猶予をアラモ砦内の籠城者に与えた。しかし最終勧告を拒否したた
め、3 月 6 日午前５時頃、まだ薄明の世界に閉ざされていたアラモ砦を包囲し、攻撃を開
始した。この戦いで、アラモ砦のなかのテキサス軍 180 数人が戦死した２８。こうしてメキ
シコ軍はアラモ砦を奪回したが、メキシコ側の死傷者は約 600 人に上った２９。 




に正義と自由精神を見出そうとしていたのである。そこで、遂に 4 月 21 日、サンタ・ア
ナ軍はサンハシントの戦いでヒューストン軍と交戦し、前者は敗れサンタ・アナは捕虜に
なった３１。サンタ・アナは処刑を免れたが、5 月 14 日、テキサス側はサンタ・アナに、
メキシコ軍の撤退とテキサスの独立を認めさせ、テキサスとメキシコの境界はリオグラン
デとすることを明記したベラスコ条約(Los Tratados de Velasco)への調印を強要された。こ
  




ここでアラモ砦を占拠していた 180 数人の出身地の内訳は次の通りである３２。  
 
130 人（米国、大部分がテキサス、ケンタッキー、テネシー、バージニアの各州）３３ 
22 人 （イギリス、アイルランド、スコットランド、ドイツ、デンマーク）３４ 
10 人（テキサスのメキシコ系）３５ 





















戦士は全体のおよそ 25％で、ニューオーリンズ・グレイズに限れば全体の 1 割程度で、ア
ラモ砦の場合は不法戦士が占める割合が少なかったことがわかる３７。また、アラモ砦事件
  
の犠牲者は 180 数人に比べ、マタモロス遠征隊の 530 人、およびこの完遂を前に後退しゴ








































メキシコ人に同政府は５千ドルで 1 万 6000 ヘクタールの土地を売却していたので、この
購入代金はメキシコ人コアウイラ＝テキサス州知事ベラメンディ（Juan Martín Veramendi）
から借りた。数年後には３万 300 ヘクタールの所有者になり、いわゆる不在地主で自らに




























しレベッカの 6 歳になる連れ子と打ち解けることができず、やがてその生活は破綻する。 
 
③ デイビッド・クロケットの場合  












1835 年 11 月には仲間 2 人といっしょにテネシー・メンフィスを離れメキシコ領テキサ
スにやってきた。途中アーカンザス、オクラホマ、そしてテキサス北部の探検を続けなが
ら、36 年 1 月、テキサス・ナコドチェスに到着した。デイビッドは即刻テキサス自治政府
を支持し、テネシー義勇兵騎馬隊（Tennessee Mounted Volunteers）に登録した。1836 年 2
月 3 日、同隊がサンアントニオに到着した。そこでボウイとトラヴィスの軍隊と合流した





代前半で、ボウイが 1830 年、トラヴィスは 1831 年、クロケットは 1835 年末から 1836 年
  
始めにかけてであった。従って、クロケットは不法戦士と認定されることになる。ボウイ
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